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誰
も
が
い
き
い
き
と

　
　
　
輝
け
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

桶
川
市
長

　
　
小
野
克
典

年 頭 所 感
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
桶
川
市
長
の
小
野
克
典
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
庁
舎
建
設
に
伴
い
、
仮
設

庁
舎
で
の
業
務
が
開
始
さ
れ
、
市
民
の

皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て

お
り
ま
す
が
、
新
た
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
市
民
課
窓
口
で
の
パ
ス
ポ
ー

ト
（
旅
券
）
の
申
請
・
交
付
を
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
駅
西
口
図
書
館
が
、
大
型
書

店
と
融
合
し
た
新
た
な
文
化
・
交
流
拠

点
「
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ　

ｈ
ｏ
ｎ
プ

ラ
ス
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
、
現
在
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い

た
だ
き
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
賑

わ
い
創
出
の
場
と
し
て
、
大
き
な
期
待

が
も
た
れ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
は
、
圏
央
道
（
首
都
圏
中
央
連

絡
自
動
車
道
）の
桶
川
北
本
Ｉ
．Ｃ
．か
ら

白
岡
菖
蒲
Ｉ
．Ｃ
．間
が
開
通（
埼
玉
県
内

全
区
間
開
通
）
し
、
市
内
で
２
つ
目
と

な
る
桶
川
加
納
Ｉ
．Ｃ
．も
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
交
通
利
便
性
の
向
上
は
も
と
よ

り
、
首
都
圏
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
の

桶
川
市
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
更
に

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
本
市
で
は
来
年
度
か

ら
の
５
か
年
の
計
画
と
な
る
、
第
五
次

総
合
振
興
計
画
の
後
期
基
本
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
将
来
像
で
あ
る
「
み

ん
な
で　

つ
く
り　

育
む　

活
気
あ
ふ

れ
る
交
流
拠
点
都
市　

お
け
が
わ
」
を

目
指
し
、
元
気
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
の
為
、
継
続
中
の
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
す
る
各
事
業
を
、

不
退
転
の
決
意
を
も
っ
て
進
め
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

　

今
年
は
、
昨
年
度
か
ら
用
地
買
収
に

着
手
い
た
し
ま
し
た
駅
東
口
整
備
や
、

平
成
30
年
５
月
の
開
庁
を
目
標
に
進
め

て
お
り
ま
す
新
庁
舎
建
設
、
交
通
利
便

性
を
活
か
し
て
の
企
業
誘
致
や
道
の

駅
の
整
備
、
更
に
は
歴
史
的
価
値
の

高
い
旧
陸
軍
桶
川
飛
行
学
校
の
保
存

整
備
事
業
等
、
お
け
が
わ
の
将
来
に

向
け
た
重
要
か
つ
、
今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
大
型
事
業
が
現
在
進

行
中
で
す
。
人
的
、
財
政
的
に
も
大

変
な
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
一
つ
一
つ
困
難

を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
誰
も
が
い
き

い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て
邁

進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
市

政
運
営
に
対
し
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と

ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆

様
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【建築工事】
⃝外壁改修（タイル、コンクリートのひび割れ・浮き補修）
⃝屋上および外壁の防水工事
⃝特定天井耐震補強工事（アトリウムおよび市民ホール）
⃝ホール客席通路手摺り設置工事

【設備工事】
⃝空調設備改修（自動制御設備更新、冷温水発生器・空
調機のオーバーホールなど）
⃝電気設備改修（照明設備改修、電話交換設備更新、自
動火災報知設備更新など）
⃝舞台機構設備改修（吊物ワイヤーロープの交換、制御
機器の更新など）
⃝舞台照明設備改修（ボーダーライトおよびケーブル更
新、調光器盤更新、調光操作卓更新など）
⃝舞台音響設備改修（スピーカー、アンプ、舞台カメラ、
モニターテレビなどの更新）

今回実施した主な改修工事の内容

手摺り設置後のホール客席通路舞台設備工事の様子

響
の
森

市
民
ホ
ー
ル
・
さ
い
た
ま
文
学
館

１
月
５
日
㈫
か
ら
再
開
し
ま
す

詳
し
く
は
詩
自
治
文
化
課

　
市
民
ホ
ー
ル
お
よ
び
さ
い
た
ま
文
学
館
は
、
平
成
27
年
７
月
13
日
㈪
か
ら
改

修
工
事
の
た
め
休
館
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
１
月
５
日
㈫
か
ら
通
常
ど
お
り

開
館
し
ま
す
。

　
カ
フ
ェ
は
１
月
６
日
㈬
、
福
祉
の
店
は
１
月
８
日
㈮

か
ら
再
開
し
ま
す
。

２月１
日㈪

から

　２月１日から上尾市の市内循環バス〝ぐるっとくん〟の一部路線（大石桶川線）が桶川駅西口へ乗り
入れを開始します。これに伴い、桶川市内循環バス〝べにばなGO〟との乗継サービスを開始します。
　〝べにばなGO〟で発行された乗継券で〝ぐるっとくん〟の大石桶川線（上尾駅行）に無料で乗継がで
きます。（相互に乗継可能）〝ぐるっとくん〟の時刻表やルート図については、桶川市安心安全課および
〝べにばなGO〟にて１月中旬より配布予定です。
　詳しくは 詩乗継サービス、〝べにばなGO〟については桶川市安心安全課　
　　　　　　〝ぐるっとくん〟については上尾市交通防犯課☎775－5138

市内循環バス 上尾市市内循環バス

〝べにばなＧＯ〟と〝ぐるっとくん〟（大石桶川線）の
　　乗り継ぎサービスを開始します

べにばなGO　 ぐるっとくん　

駅西口図書館でのおはなし会　

圏央道開通記念ウォーク　
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市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
秋
の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
皆
様
の
信
任
を
い
た
だ
き
ま
し

た
私
ど
も
19
名
の
議
員
は
、
市
民
福
祉
の
向
上

と
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
決
意

を
新
た
に
出
発
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
昨
年
12
月
議
会
に
お
い
て
議
員
各
位

か
ら
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議
長
と
い
う
重

責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
議
長
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
築
い

て
ま
い
り
ま
し
た
桶
川
市
議
会
の
良
き
伝
統
を

守
り
な
が
ら
も
、
時
代
に
即
し
た
議
会
を
目
指

し
、
誠
心
誠
意
、
市
政
の
進
展
と
市
民
福
祉
の

一
層
の
向
上
に
全
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
市

民
に
開
か
れ
た
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
、
市
制
施
行
45
周
年
を
迎
え
た
本
市
の

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
10
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
駅
西
口
図
書
館
が
、
大
型
書
店
と
併

設
し
て
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
地
域
の
知
の

拠
点
と
し
て
、
皆
様
の
知
的
好
奇
心
に
応
え
る

と
と
も
に
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
と
活
性
化

に
資
す
る
も
の
と
大
い
に
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
網
の
整
備
で
は
、
高
崎
線
「
上

野
東
京
ラ
イ
ン
」
が
開
通
し
、
首
都
圏
中
央
連

絡
自
動
車
道
の
桶
川
北
本
Ｉ
Ｃ
か
ら
白
岡
菖
蒲

Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
た
こ
と
で
、
埼
玉
県
内
全
区

間
が
開
通
し
ま
し
た
。
今
後
、
地
の
利
を
生
か

し
た
企
業
誘
致
や
道
の
駅
整
備
な
ど
を
通
じ
て
、

活
気
あ
ふ
れ
る
交
流
拠
点
都
市
と
し
て
、
更
な

る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
住
民
が
お
互
い
に
協
力
し
、

助
け
合
う
「
共
助
」
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
を
市
民
と
協
働
し
て

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

執
行
機
関
の
施
策
を
詳
細
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、

監
視
や
評
価
を
す
る
と
と
も
に
政
策
案
な
ど
の

作
成
が
市
議
会
の
役
割
で
あ
り
、
皆
様
の
負
託

に
応
え
る
こ
と
が
使
命
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

私
た
ち
議
員
は
、
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
を

自
覚
し
、
皆
様
の
声
を
市
政
に
反
映
し
、
身
近

な
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、
一
層
の
議
会

改
革
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
で
あ
る
「
申
」
の
文
字
は
、
草

木
が
伸
び
き
り
果
実
が
成
熟
し
て
固
ま
っ
て
い

く
状
態
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
も
「
申
」
の
文
字
の
よ
う
に
成
熟
し
て

更
な
る
発
展
・
躍
進
が
で
き
ま
す
よ
う
、
市
議

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
社
会
情
勢
の
変
化
を

的
確
に
判
断
す
る
と
と
も
に
、
市
政
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
対
し
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
ま
ず

第
一
と
考
え
、
活
気
あ
ふ
れ
た
魅
力
あ
る
桶
川

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
素
晴
ら
し
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

19名の市民の代表が決まりました
議長に臼田喜之さん、副議長に仲又清美さん

11月15日に行われた桶川市議会議員一般選挙で、次の19名の方が選出されました。
右から縦に議席順、敬称略、（　）内は11月15日現在の年齢、○は当選回数です。

各常任委員会委員および議会運営委員会委員　　◎は委員長、○は副委員長
総務常任委員会 民生経済常任委員会 建設文教常任委員会 議会運営委員会

◎ 保 坂 輝 雄 ◎ 加　藤　ただし ◎ 江 森 誠 一 ◎ 糸 井 政 樹
○ 相 馬 正 人 ○ 島　村　美貴子 ○ 岩 﨑 隆 志 ○ 新 島 光 明

渡 邉 光 子 北 村 文 子 岡　野　千枝子 佐 藤 正 広
佐 藤 　 洋 佐 藤 正 広 岡 安 政 彦 相 馬 正 人
新 島 光 明 仲 又 清 美 星 野 充 生 保 坂 輝 雄
臼 田 喜 之 市 川 幸 三 糸 井 政 樹 島　村　美貴子

新 井 孝 雄 市 川 幸 三

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て

桶
川
市
議
会
議
長
　
　
臼
田
喜
之
　

新しい市議会議員の皆さんです

平成28年
年頭所感

北村文子（65歳）
無所属⑦
寿2-2-4

岡野千枝子（59歳）
無所属①

若宮2-6-31

島村美貴子（39歳）
無所属③

下日出谷255-3

佐藤　洋（67歳）
民主党③
西2-6-10

佐藤正広（68歳）
日本共産党①

上日出谷1149-4

加藤ただし（53歳）
無所属②
寿1-3-7

相馬正人（44歳）
無所属②
坂田19-1

新井孝雄（61歳）
無所属①

川田谷6696-2

新島光明（64歳）
社会民主党②

下日出谷684-43

星野充生（42歳）
日本共産党①
寿2-16-14

パレスヤナガワ103号

市川幸三（73歳）
無所属⑤

川田谷4923

保坂輝雄（59歳）
公明党②
加納78-4

臼田喜之（63歳）
無所属③
西1-12-13

糸井政樹（54歳）
無所属②
泉1-1-11

江森誠一（58歳）
無所属②

上日出谷919-3

岩﨑隆志（56歳）
公明党②

川田谷6703-15

仲又清美（54歳）
公明党③
末広2-1-5

渡邉光子（68歳）
無所属④
泉2-9-6

岡安政彦（51歳）
無所属①
寿2-15-16
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○
印
鑑（
認
め
印
可
）

○
還
付
金
を
受
け
取
る
預（
貯
）金
の

口
座
番
号（
申
告
者
名
義
）の
分
か

る
も
の

○
所
得
を
証
明
す
る
も
の

　

平
成
27
年
分
の
給
与
所
得
・
公
的

年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
の
原
本

○
社
会
保
険
料（
国
民
健
康
保
険
や

介
護
保
険
な
ど
）を
支
払
っ
た
証

明
書
や
領
収
書

　

※
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は

控
除
証
明
書
が
必
要
で
す
。

○
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
な
ど

の
支
払
証
明
書

○『
医
療
費
の
明
細
書
』お
よ
び
領
収
書

　

※
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

自
分
で
医
療
費
の
明
細
書
を
作
成

し
て
く
だ
さ
い
。

【
医
療
費
の
明
細
書
作
成
方
法
】

　

白
紙
な
ど
の
用
紙
に
、
医
療
を
受
け
た

人
、
医
療
機
関
ご
と
に（
病
院
と
院
外
薬

局
は
別
）１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
費
を

記
入
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
領
収
書
の
日
付
が
平
成
27
年

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
健
康
保
険
や
民
間
の
保
険
会
社

な
ど
か
ら
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
こ
と
も
記
入
し
ま
す
。

　

領
収
書
は
、
医
療
を
受
け
た
人
ご
と
に

ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
会
場
に
は
コ
ピ
ー
機
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
必
要
な
書
類
は
必
ず
コ
ピ
ー
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

■東公民館
〒363－0012　桶川市末広2－8－29
（総合福祉センター３階）
・桶川駅東口から徒歩約25分
・桶川駅東口から桶川市内循環バス〝べに
ばなGO〟「東循環」「東西循環」に乗車し、

　「総合福祉センター」下車徒歩１分
・桶川駅（東口）から朝日バス「加納循環」に
乗車し「総合福祉センター」下車徒歩３分

■上尾税務署
〒362－8504
上尾市大字西門前577番地
・北上尾駅東口から徒歩約20分
・上尾駅東口から朝日バス（羽貫駅行）（伊
奈学園行）に乗車し「上平支所前」下車
徒歩３分

・上尾市内循環バス〝ぐるっとくん〟「上平循環」「東
西循環」に乗車し「上尾税務署前」下車徒歩１分

受付日 受付地区

還
付
申
告

2 月４日㈭
朝日・東・西・若宮・
小針領家・川田谷・
倉田

2月５日㈮ 上日出谷・南・鴨
川・加納・寿

2月８日㈪
下日出谷・下日出
谷西・北・末広・
舎人新田・赤堀・
五丁台・篠津

2月９日㈫ 坂田・坂田東・泉・
神明

確
定
申
告

2 月16日㈫
朝日・東・西・若宮・
小針領家・川田谷・
倉田

2月17日㈬ 上日出谷・南・鴨
川・加納・寿

2月18日㈭ 坂田・坂田東・泉・
神明

2月19日㈮
下日出谷・下日出
谷西・北・末広・
舎人新田・赤堀・
五丁台・篠津

受付時間▶午前９時～11時
　　　　　午後１時～３時30分
※駐車場に限りがありますので、公
共交通機関を利用してください。
※市県民税の申告会場は２月号広報
をご覧ください。

　

会
場
▼
東
公
民
館

　

受
付
期
間
・
受
付
時
間
▼
表
の
と
お
り

　

対
象
者
▼
次
の
①
②
を
満
た
す
人

①
給
与
所
得
者
ま
た
は
年
金
所
得
者

②
確
定
申
告
書
Ａ
で
申
告
す
る
人

※
事
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
、
土
地
や
株
式
な
ど

の
譲
渡
所
得
な
ど
、
確
定
申
告
書
Ｂ
で
申
告
す
る
人
、

雑
損
控
除
を
受
け
る
人
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
初
年
度

の
人
は
、
上
尾
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
東
公
民
館
で
は
、
申
告
の
内
容
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
詩
税
務
課

申
告
書
の
作
成
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
で
の
所
得
税
申
告
臨
時
受
付

【決算個別指導会】２月９日㈫・10日㈬
【確定申告相談会】３月１日㈫・２日㈬
※どちらも午前９時30分～11時30分、
午後１時30分～３時30分
ところ▶桶川市商工会館（鴨川１－4－3）
問合せ 詩桶川市商工会☎786－0903

青色申告対象者の決算個別指導と
確定申告相談会 　税理士事務所において次の人のう

ち、少額な所得の申告相談および申
告書の作成を無料で行います。事前
に電話連絡のうえ、お出かけください。
①年金を受けている人
②給与所得者で医療費控除を受けよ
うとする人
③年の途中で就職・退職し、年末調
整の済んでいない人など

税理士による無料税務相談
とき▶２月１日㈪～15日㈪
（土・日曜日、祝日を除く）
事前連絡受付時間▶
午前９時30分～正午
午後１時～４時
ところ▶最寄りの税理士事務所
問合せ 詩関東信越税理士会上尾
支部☎776－8777

　平成23年分以後の各年分において公的年金などの収入金額の合計額が400万円以下であり、かつ、公的年金等に
係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である場合には、所得税の確定申告は必要ありません。
　ただし、所得税の還付を受けるためには確定申告書を提出する必要があります。
※所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。（年金天引き以外の社会保
険料控除・生命保険料控除・地震保険料控除・医療費控除・扶養控除などの追加の控除がある人）

★公的年金を受給している人へ
　公的年金等の収入が400万円以下の「確定申告不要制度」について

還付申告とは？…確定申告が不要な人でも、源泉
徴収された税金が計算した税金の額より多いとき
は、申告をすることにより納めすぎの税金が還付さ
れます。この手続きを還付申告といいます。

確定申告とは？…毎年1月1日～12月31日の1年
間に生じた全ての所得の金額と、その所得に対す
る所得税の額を計算し、源泉徴収（給与や年金な
どからの天引き）された税金や予定納税で納めた
税金などとの過不足を精算する手続きです。

●平成27年中に退職などにより、年末調整を受
けていない人
●所得控除（扶養控除・社会保険料控除・生命
保険料控除など）の追加がある人
●本人や家族の医療費を一定額以上支出した人
●一定の要件のマイホーム取得などで、住宅
ローンがある人

●事業所得や不動産所得、譲渡所得がある人
●給与所得者のうち、次に該当する人
　①給与の収入金額が2,000万円を超える人
　②給与・退職所得以外の所得金額の合計額が
　20万円を超える人
　③給与を２か所以上から受け取った人

還　付　申　告 確　定　申　告
※個々の状況により、申告しても還付にならない場合もあります。

所得税の確定申告のご案内平成27年分

確定申告書は国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」をご覧になり、作成してください。

※毎年、申告初日や午前中は会場が大変混み合います。できるだけ混雑を避けてご来場ください。
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  開設期間 ２月１日㈪～３月15日㈫
（土・日曜日、祝日を除く）

ただし、２月21日㈰・28日㈰に限り、日曜日も開催します。
※１月中は還付申告の提出のみ可能です。税務相談は長時間
お待ちいただく場合があります。

  時 間 受付▶午前８時30分から
相談▶午前９時～午後５時

  所得税・贈与税などの確定申告の問合せ・郵送先
上尾税務署（〒362-8504 上尾市西門前577）
代表電話番号☎770－1800（自動音声案内）

（音声が流れますので用件の内容に応じた番号を選んでください）
※確定申告会場は混雑するため、長時間お待ちいただく場
合や、受付を早めに締め切る場合があります。
※申告書の作成には時間を要しますので午後４時までにお
越しください。

上尾税務署確定申告会場のお知らせ


